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強さ 正しさ 美しさを磨く明治12年創立

(143周年）

ウクライナでの戦争が毎日報じられています。破壊された

町や，家族を失い悲嘆にくれる人々の様子を見るたびに心が

痛みます。早く戦争が終結することを願います。

かつて私たちの住む日本でも戦争がありました。今から70

年余り昔，この鹿屋も野里も戦火の真っ只中にありました。

信じられないことですが，間違いなく真実です。

海上自衛隊鹿屋基地は，かつて日本海軍航空隊の基地でし

た。日本がアメリカや世界の国々を相手に戦争をしていたと

き，鹿屋基地からも様々な作戦に参加する航空機が飛び立ち

ました。戦争の終わり頃，鹿屋基地からは，若い操縦士が操る 桜花の碑

特攻隊と呼ばれる航空機の部隊が沖縄方面に向けて飛び立ち，

そのほとんどが二度と帰ってきませんでした。戦争の間，かつて野里小学校の子どもたちや先生方，

校区の方々は，若い操縦士の兵隊さんたちと親しく言葉を交わし，激励し，そして発進を見送ってい

ました。戦争は，野里に住む子どもから大人までたいへん身近なところで行われていたのです。

6月23日は，沖縄慰霊の日です。昭和20年３月末からこの日まで，沖縄では，お年寄りから幼い赤ち

ゃんまでまきこんで，悲惨な戦いがありました。多くの命が奪われました。私たちの住む鹿児島県の

すぐお隣の県で，多くの方々が亡くなる戦争が行われたのです。

鹿屋基地から飛び立つ特攻隊は，その沖縄に押し寄せるアメリカ軍の船に体当たりして沈めようと

するものでした。特攻隊の若者たちは，自分がそのような体当たりをすることで，自分の生まれ育っ

た町や村，何より家族を守ることができると信じていました。でも，実際には，多くの町や村が爆弾

で焼かれ，兵隊ではない多くの人々が，命を奪われてしまいました。沖縄は，アメリカ軍に占領され，

広島と長崎に原子爆弾が落とされ，多くの人々の命と引き換えに戦争はようやく終わりました。

悲惨な戦争が終わっても，その戦争で負わされた傷や悲しみは，何十年経っても，癒されることも

消えることもありません。とくに占領された沖縄県は５０年前までアメリカに治められ，今でもアメ

リカ軍の基地が多くあります。広島や長崎では，今でも原子爆弾から発せられた放射線に苦しむ人が

います。戦争とは，本当にむごいものです。そして，ひとたび起こった戦争には，本当の意味で終わ

りは無いと言えます。

平和を守るということは，他人事ではなく，私たち一人一人の自分事です。戦争の歴史を学び，ど

うすれば，平和を守ることができるのかを考え，行動することが大切だと思います。

まずは，身近な家族や友達と仲よく穏やかに接することから始めましょう。相手を思いやり，温か

い言葉を交わし合うこと，人の思いを分かろうとすることは，努力すればできそうです。そのような

取組の積み重ねが，国と国の争い，戦争を防ぐことにつながるように思います。

～ 親子で唱えてみませんか ～

百人一首で唯一，国外で詠まれた歌です。留学した中国で，故郷をしのんで詠まれました。

「天の原 ふりさけ見れば 春日なる 三笠の山に 出でし月かも」 安部仲麻呂
（「あまのはら ふりさけみれば かすがなる みかさのやまに いでしつきかも」と読みます。）

【歌の意味】「大空を見わたしてみると，月が見える。その月は，昔ふるさとの三笠の山で見た月

と同じかもしれない。」

校長 小倉 康夫



           救命講習      
                               消防署の皆さんありがとうございました。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（金）校内水泳発表会 

        学級 PTA 

５日（火）ほたる号来校 

６日（水）５年宿泊学習（～７日） 

 

７日（木）歯っぴい教室 

８日（金）５年休養措置日 

         ６年海洋スポーツ体験 

９日（土）土曜授業 

１５日（金）６年海洋スポーツ体験 

１８日（月）海の日 

２０日（水）終業式・大掃除 

２１日（木）夏季休業日（～８/３１） 

２５日（月）教育相談（～２９日） 

教育実習 ○○○○さん     

６月６日から２週間， 

本校卒業生の○○さ 

んが教育実習を行い 

ました。 

１年１組の教室を中 

心に様々な学年の授業 

６月２日（木）     

～７月の行事予定～    

を参観し，多くの子供たちと交流を深めました。岩元先

生，２週間おつかれさまでした。教職員になる夢をぜひ実

現してほしいと願っています。 

６年生は命の授業の一環として，救命講習を行いま

した。救急車が来るまでの平均時間である８分の間，

友達と協力しながら，心肺蘇生法をし続ける体験等を

行いました。 

命を守ることの大切さを学ぶことのできた１時間と

なりました。 

 
  歯科衛生士の方による 

歯っぴい教室を１年生を 

対象に行いました。 

むし歯になった歯の写真 

等を見ながら，歯みがきの 

大切さについて学習しました。今回は，感染防止のため，

実際に歯みがき指導は行いませんでしたが，今後も，丁

寧に歯をみがいてむし歯ゼロをめざしましょう。 

７月には他の学年でも実施する予定です。 

PTA ６月 ９日（木）     ６年生 ６月１１日（土）     

夏休みのプール開放の監視をしていただくために，毎年， 

すべての保護者を対象に救命講習を行っています。 

今回も多くの方にご参加いただきました。 

  毎年講習を受けても，いざとなると落ち着いて適切な対応 

をすることは難しいものです。 

今後も，毎年講習を受けていただくようお願いします。 

共通実践事項  ご家庭での取組はいかがですか。    

４月の学校だよりで，ご家庭で取り組んでいただきたい共通実践事項 

として右の４つをお示ししました。この実践事項は，学校でも様々な場面で 

子供たちに伝え，継続的に指導を行っているところです。今後も家庭と学校 

で連携しながら，根気強く取組を続けていきましょう。 

 

 

 

① みんなでオアシスハ運動       

② 家庭学習未提出ゼロの徹底  

③ メディア午後９時OFFの徹底    

④ 持久力を高める縄跳び・ランニング 

 

 


